
　 私たちの郷土越谷市は昭和３ ３ 年１ １ 月３ 日の市制施行以来、 さ ま ざま なま ちづく

り の変遷があり ま し た。昭和４ ０ 年前後は人口の急増によ る 義務教育・ 福祉施設の整

備を 中心と し たま ちづく り 、 昭和５ ０ 年代には体育・ 文化施設の整備と と も に土地区

画整理事業等を 積極的に推進し 、 昭和６ ０ 年代から 平成にかけては都市基盤整備や特

色ある コ ミ ュ ニティ 施設の整備、 さ ら には水害・ 震災対策を 中心と し たま ちづく り を

進めてき ま し た。ま た、平成２ ７ 年には中核市へと 移行し 、市単独での保健所の設置な

ど 市民に身近なサービ ス の提供の実現を 果たすこ と ができ ま し た。 

　 市制施行後６ ０ 年以上が経過し 、人々の生活様式も 大き く 変化し てき ま し た。資源・

環境問題、人権の尊重、情報化、国際化など 、あら ゆる 分野における 時代の流れを地球

規模の視点でと ら える と と も に、 少子・ 高齢化によ っ て人口構成が変化し つつある な

かで、 社会保障制度改革や教育制度改革、 行財政改革など を 踏ま えた積極的な取り 組

みが求めら れていま す。 

　 ま た、高齢者や子ど も 、身体の不自由な方をはじ め、すべての人々が、と も に学び、働

き 、 文化・ ス ポーツ 等さ ま ざま な活動に参加でき 、 ふれあいと 信頼にあふれた心豊か

な生活が営める よ う なま ちづく り への取り 組みを、 さ ら に進めていく こ と も 重要と

なっ ていま す。 

　 本市では、 将来像を「 水と 緑と 太陽に恵ま れた みんなが活躍する 安全・ 安心・ 共生

都市」と し ていま す。こ の将来像の実現に向け、「 第５ 次越谷市総合振興計画」に基づく

各施策を 推進し 、 誰も が「 住んでよ かった」「 住み続けたい」 と 思える 越谷と なる よ う 、

ま ちづく り を進めていき ま す。 
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　 令和３ 年度から 令和１ ２ 年度ま での１ ０ 年間を 計画期間と する 第５ 次越谷市総合

振興計画の基本構想では、 本市の将来像「 水と 緑と 太陽に恵ま れた みんなが活躍す

る 安全・ 安心・ 共生都市」 と ６ つのま ちづく り の目標を 掲げていま す。

　 こ の計画期間のう ち令和３ 年度から 令和７ 年度ま での５ 年間において、 市の将来

像を 実現する ための施策を 、 ６ つのま ちづく り の目標（ 大綱） ご と に体系化し 、 そ

の方策を 定めたも のが前期基本計画です。 ま た、 ま ちづく り を 進める にあたっ ての

重要な視点を 「 推進ビ ジョ ン 」 と し て示し 、 こ れを 念頭に置き 、 各施策を 推進し て

いき ま す。

【まちづくりの目標】 （第５次越谷市総合振興計画 基本構想） 

目標１　　多様な人が交流し、 参加と協働により発展するまちづくり

　　　　　　　　　　　〈市民、 人権、 行財政運営など〉

目標２　　みんなが健康で共生して住み続けられるまちづくり 

　　　　　　　　　　　〈保健、 医療、 子育て、 福祉など〉

目標３　　都市と自然が調和した集約と連携によるまちづくり

　　　　　　　　　　　〈都市計画、 都市施設、 住宅など〉

目標４　　持続可能で災害に強い安全 ・ 安心なまちづくり

　　　　　　　　　　　〈環境、 危機管理、 消防など〉

目標５　　魅力ある資源を生かし、 都市の活力を創造するまちづくり

　　　　　　　　　　　〈産業 ・ 雇用、 観光など〉

目標６　　みんなが主体的に学び、 生きがいを持って活躍できるまちづくり

　　　　　　　　　　　〈教育、 生涯学習 ・ 文化、 スポーツ ・ レクリエーションなど〉 

【推進ビジョン】 （第５次越谷市総合振興計画 前期基本計画） 

・ 新たな視点での危機管理 ～リスクマネジメント ・ リスクコミュニケーション～

・ 新たな視点での行政サービスの提供 ～行政のデジタル化の推進～ 

越谷市総合振興計画 
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県支出金　78 億 8,760 万円

分担金および負担金　31億 2,280 万円

地方消費税交付金　79 億円

消　防　費　85 億 4,433 万円

公　債　費

77億 9,780 万円

衛生費
115 億
525 万円

総務費
135 億
1,161 万円

教育費
193 億
902 万円

民　生　費

588 億 261 万円

その他（商工費、議会費、農林水産業費等）

23 億 3,926 万円

その他（使用料及び手数料、繰越金、地方譲与税等）

81億 8,538 万円

地方交付税　78億円

繰入金　96 億 5,324 万円

市債

125 億 9,760 万円

国庫支出金

249 億 2,628 万円

その他　12 億 700 万円

（軽自動車税、事業所税）

都市計画税　24億 3,600 万円

法人

25 億 9,600 万
市税
503 億

市民税

252 億 8,000 万円

個人

226 億 8,400 万円

2,800 万円
(38.0％)

市たばこ税　23億

土木費
105 億
9,012 万円

固定資産税

191 億

500 万円

　 越谷市の令和７ 年度の一般会計の当初予算額は 1, 324 億円ですが、 その内容は次の

図のよ う になっ ていま す。

　 なお、 市税収入は歳入の３ ８ . ０ ％を 占める 503 億 2, 800 万円と なっていま す。

越谷市の予算

［1 万円未満は適宜四捨五入しているため各項目の合計が合計値と一致しない場合があります］

歳　入

歳　出

1,324 億円

1,324 億円
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市税の使いみち

■市税 10,000 円は次のように使われています。

民生費

衛生費

教育費

総務費

公債費

土木費

消防費

その他

保育所・老人福祉センター、生活保護費等

ごみ、し尿の処理、保健衛生等

学校、図書館の管理運営

住民基本台帳・戸籍、地域振興、庁舎管理等

市債の元金や利子の償還

道路、河川、公園の建設・管理その他都市整備

消防・救急活動

議会費、農林水産業費、商工費等

……………3,721 円

………………………………1,299 円

……………………………………1,214 円

 ………………1,183 円

…………………………………1,004 円

………………919 円

………………………………………………433 円

……………………………227 円
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※　 上記は令和７ 年度一般会計分であり 、 当初歳出予算の款別一般財源充当額の割合
　 で按分計算し ていま す。



　 越谷市の税金には下図のと おり ９ 種類あり ま す。

　 普通税は、 納めていただいた税金の使いみちが特別に定めら れず、 いろいろな仕事

に要する 費用に充てる こ と ができ る 税金です。

　 目的税は、 納めていただいた税金の使いみちが特定さ れている 税金で、 たと えば都

市計画税は都市計画事業等に要する 費用に、 国民健康保険税は国民健康保険に要する

費用にそれぞれ充てら れま す。

市税の種類

●市民税

　 ・ 個人市民税

　 　 個人の前年の所得等に対し てかかる 税

　 ・ 法人市民税

　 　 法人の各事業年度における 所得等に対し てか

　 　 かる 税

●固定資産税

　 　 土地・ 家屋・ 償却資産の所有に対し てかかる 税

●軽自動車税

　 ・ 種別割

　 　 原動機付自転車・ 軽自動車等の所有者に対し

　 　 てかかる 税

　 ・ 環境性能割

　 　 三輪以上の軽自動車の取得者に対し てかかる

　 　 税

●市たばこ 税

　 　 たばこ の卸売販売業者等によ る 市内の小売販

　 　 売業者への売り 渡し に対し てかかる 税

●特別土地保有税

　 　 一定規模以上の土地の所有・ 取得に対し てかか

　 　 る 税　 ※平成１ ５ 年度以降、 新たな課税を停止

●都市計画税

　 　 市街化区域内にある 土地・ 家屋の所有に対し

　 　 てかかる 税

●入湯税

　 　 鉱泉浴場における 入湯客に対し てかかる 税

●事業所税

　 　 一定規模以上の事業所等で行われる 事業に対

　 　 し てかかる 税

●国民健康保険税

　 　 国民健康保険の被保険者のいる 世帯主に対し

　 　 てかかる 税

越谷市税

普通税

目的税
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